
メ
イ
l
l
メ
ヤ

辺
倒
あ
ら
せ
ら
れ
た
。

十
且
四
日
間
。
午
前
八
時
二
J
I
分
行
犯
防
御
滋
併
、

金
制
作
密
郎
・公
立
中
尽
師
範
取
絞
・製
紙
燃
糸
銅
抑
制
三

品
口
紅
に
臨
仰
、
十
一
時
五
十
分
行
在
所
に
巡
幸
あ
ら

せ
ら
れ
た
。

十
且
五
日
日
以
。
午
前
七
時
御
獲
制
刷
、
入
問
六
分
野
止

市
腕
際
村
迎
平
方
御
小
体
、
八
時
間
十
分
間
所
御
波

剛山
、
九
時
三
十
五
分
校
任
瞬
附
諮
問
問
に
入
ら
せ
ら
れ

て
御
銭
休
あ
り
o十

一
時
二
十
町
分
松
任
腕
御
波

m、

午
後
訴
時
五
分
下
紺
野
村
芳
凶
九
平
方
に
御
小
休
、

準
時
四
十
五
分
間
所
倒
震
情
、

一
時
二
十
五
分
誕
生

腕
の
内
木
呂
場
に
て
御
小
休
、
そ
れ
か
ら
御
板
刷
(
に

お
し
、
手
取
川
に
新
た
に
架
し
た
舟
怖
を
御
泌
泊
、

次
い
で
復
肘均
一
昨
に
お
L
、
=
一時
寺
列
腕
鈴
木
前
七
方

に
御
小
休
、
三
時
三
十
五
分
間
所
御
波
航
、
回
附
百

十
一
分
小
松
脇
本
山
地
寺
の
行
在
所
に
入
り
給
う
た
。

十
』
六
日
附
。
午
前
七
時
十
引
分
小
松
行
在
所
御
杭
低

限
、
八
時
七
分
巾
官
沢
民
村
治
水
質
作
方
御
小
休
、
八

同
三
十
五
分
間
防
御
渡
剛刷
、
九
附
十
分
且
相
村
興
宗

寺
に
て
御
小
休
、
九
時
三
十
一
古
分
間
庇
御
渡
郡
、
十

時
五
分
助
協
腕
続
本
中
間
郎
方
御
小
休
、
十
附
二
十

六
分
間
所
御
君
臨
税
、
午
後
川
市
時
一
泊
分
大
喫
寺
町
錦
城

小
泉
校
御
怨
休
、

一
時
四
十
分
間
腕
御
泊
以
前
、
一
一
時

班
十
ご
分
越
前
午
，
谷
村
俊
明
小
川
ヨ
絞
に
て
御
小
休
、

三
時
十
一
九
円
珂
問
所
御
羽
目
前
、
村
地
に
て
御
絞
削
一
に
お

し
坂
眼
前
を
越
え
給
ひ
、
復
御
服
申
に
来
じ
て
四
時
三

十
分
中
川
村
商
先
寺
御
小
休
加
に
御
世

um、
四
時
三

十
五
分
岡
山
山
御
縫
前
、
五
時
三
十
分
丸
阿
川
町
T

料品小

問
中
絞
の
行
在
所
に
入
ら
せ
紛
う
た
。

日
時
の
石
川
鰐
は
越
中
及
び
越
前
を
包
台
し
て
ゐ

た
。
般
に
版
下
の
御
依
裂
は
九
且
二
十
八
日
か
ら
十

且
九
日
に
亙
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
そ
の
前
後
を
山
口

〈
』」
と
に
し
た
。

ハ
一
一
〉
史
郎

l
金
棒
行
在
所
中
屋
氏
邸
及
び
小
松
行
在

所
木
市
山
寺
の
御
座
所
は
附
和
八
年
十

一
B
、
森
下
御

小
休
防

a
m氏
邸
の
御
座
所
及
び
且
津
興
宗
寺
の
御

小
体
加
は
昭
和
九
年
十
一
沼
、
動
岬
制
御
小
休
所
締
本

氏
の
御
臨
時
間
は
昭
和
十
三
年
十
且
史
郎
と
し
て
総
定

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

メ
イ
プ
ツ
‘
名
物

l
カ
ガ
ノ
メ
イ
プ

y

加
賀

の
kn
物
。
ノ

ト
ノ

メ
イ
プ
ッ
飽
積
の
名
物
。

メ
イ
プ
ツ
シ
ョ
ウ
ケ
イ
ナ
イ
へ
ン
名
物
鑓
程
内

第
十
六
加
。
加
到
務
の
老
包
村
訓
氏
の
侍
閉
山
阪
元

恨
の
泊
。
水
火
土
金
玉
石
肉
石
・天
地
・飲
傑
・植
物
・

動
物
・お
財
・入
品
等
の
郎
門
に
分
か
ち
、
各
そ
の
部

に
開
削
す
る
も
の
を
壊
げ
、
イ
ロ
ハ
附
に
従
ひ
、
探
知

を
田
中
げ
、
下
に
仰
向
を
促
し
た
も
の
。
文
化
突
酋
季

夏
三
月
河
合
良
川
同
の
序
が
あ
る
。

メ
イ
ヤ
ヲ
名
護

の抽出。

ー
カ
ホ
ウ
ノ
ク
ス
日

~ 
法

メ
イ
ユ
ウ
ォ
ン
プ
カ
ン
明
民
御
武
鑑

納

珍

の

航
本
一
加
で
、
倉
山
に
加
州
家
武
川出
列
と
把
し
、
指a

m
町
衆
・家
老
役
・人
持
組
・関
分
の
名
を
列
し
て
あ
る
。

川
版
年
月
は
昨
か
で
な
い
が
、
滞
の
末
期
の
も
の
で

あ
る
。

明
倫
啓
一

問

中
校
。

メ

カ

ケ

妾

者
妾
の
風
は
滞
政
時
代
を
通
じ
て

行
は
れ
た
が
、
妾
を
以
て
正
室
と
す
る
こ
と
は
延
写

四
年
十
一
周
の
法
令
に
波
止
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
又
貸

出
阿
頃
に
は
一
辿
妾
と
い
」
も
の
も
あ
っ
た
。
沈
政
二
年

七
舟
に
は
、
近
来
山
以
女
体
の
者
を
姿
と
す
る
者
が
あ

っ
て
、
出
生
の
子
に
必
疾
を
治
似
し
、
武
役
を
勤
め

鋭
い
も
の
す
ら
あ
る
か
ら
、
脳
間
叫
に
札
す
と
い
ふ
法

令
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
mM
女
体
の
詣
で
あ
る
こ
と

が
不
可
な
の
で
、
子M
姿
が
禁
止
せ
ら
れ
た
の
で
は
な

か
っ
た
。

i
カ
ヨ
ヒ
メ

カ
ケ
逝
姿
。

メ
イ
リ
ン
ド
ウ

ー
マガ

ア
コ
ウ

八
四
六

入
れ
る
か
ら
、
鮭
で
も
踊
酬
で
も
あ
る
こ
と
が
少
く

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
他
闘
で
い
ふ
問
夜
什
と
同
じ
も

の
で
あ
る
。

メ
テ
ザ
シ
右
手
指

l
タ
イ
ト
ウ
惜
万
。

メ

ノ

ウ

潟
硲

江

泊

郡
那
谷

・
能
楽
州
側
赤
潮
は

務
砲
の
箆
地
と
し
て
知
ら
れ
た
開
山
で
、
そ
の
箆
山
政

態
は
、
統
紙
袋
巾
を
不
加
則
に
造
る
脱
が
あ
っ
て
、

中
に
玉
髄
多
く
、
之
に
伴
う
て
灘
消
を
出
す
も
の
で

あ
る
。
玉
聞
も
務
取
も
制
的
以
V
A
は
節
礼
欣
集
合
体

を
な
す
が
、
玉
儲
は

m一
色
で
あ
。
、
務
硲
は
赤
自

重
な
り
合
ふ
差
が
ゐ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
江
伯

郡
引
円
提

・
従
業
部
脂
製
に
も
務
取
を
寵
す
る

0
4
ナ

タ
ノ
メ
ノ
ウ
那
谷
の
郡
山
取
。

メ
ノ
ウ
ラ
ダ
キ
目
J

浦
瀦

m
m
咋
加
嗣
加
の
北

方
お
停
に
在
る
前
。
午
下
と
の
罰
則
邸
に
在
る
小
流
が
、

刊
さ
二
二
米
許
の
胤
州
民
を
古
川
一
卜
す
る
も
の
で
、
そ
の

併
に
不
動
骨
叫
が
む
か
れ
て
あ
る
。

メ
ボ
ソ
ノ
シ
ョ
ウ
ジ
自
細
小
路

金

仰

の

um町

街
。
杭
安
忙
川
円
制
剣
町
の
あ
っ
た
側
の
小
山
町
を
い

ひ
、
今
は
浪
安
江
町
二
世

1
に
闘
す
る。

メ
ポ
ソ
ノ
ハ
リ
ヤ
目
細
の
針
屋

金
将
航

2
・H

町
の
中
裂
雨
仰
で
、
そ
の
底
で
m
H
る
総
剣
の
鍛
へ
が

能
い
と
い
ふ
の
で
、
附
人
之
を
門
釧
の
剖
と
都
し
口

美
し
た
。

目
制
は
耳
釧
の
読
で
あ
る
と
い
ふ
。

底
同

に
佐
K
木
芯
一
間
際
の
錠
跡
に
係
る

『
ほ
ん
け
め
ぼ
そ

は
り
八
郎
兵
衛
』
の
君
絞
が
剣
げ
ら
れ
て
ゐ
た
。

メ
ヤ
ス
パ
目
安
場

円

安
必
に
は
日
安
田
中
行
。
か

あ
り
、
同
安
挙
行
航
阿
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

on
m

は
路
永
五
年
八
且

・
間
二
十
一
日
中
八
且
の
定
住
に
見

え
る
が
、
そ
の
邸
務
の
砕
を
得
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。

案
ず
る
に
、
殴
長
十
一
日
ヰ
九
月
十
六
日
附
間
坊
怒
仙

専
七
人
の
紋
的
紋
に
、『
須
町
村
之
百
姓
等
以

H
安
巾

上
候
係
、
被
注
訪
問
時
候
山
崎
、
大
納
言
級
以
来
締
役
無

メ
ガ
タ
マ
主
エ
モ
ン
目
賀
田
又
右
衛
門

前
回

利
家
の
阻
で
、
天
正
十
二
年
前
北
部
烏
結
城
を
守
っ

て
ゐ
た
が
、
末
森
が
佐
々
成
政
の
裂
墜
を
受
け
た
時
、

阪
に
陥
w
附
し
た
と
の
服
僻
を
得
、
城
を
撲
で
h
去
っ

た
。
後
年
続
桜
中
、
徳
山
五
兵
衛
は
知
限
刑
部
を
以

て
召
返
さ
れ
ん
こ
と
を
利
家
に
術
う
た
が
、
利
家
は

許
さ
な
か
っ
た
。

メ
タ
ラ
イ
ケ
富
池

江
沼
郡
下
柄

m
・
上
木
の

聞
に
在
っ
て
、

一
方
は
砂
丘
で
あ
る
。
一
各
大
三
明

地
。
江
沼
芯
稿
に
、
こ
の
他
の
飢

・
鮒
は
皆
片
似
で

あ
る
と
記
し
て
ゐ
る
。

メ
テ
ラ
ダ
ニ
吉
谷

能
業
部
徳
的
郷
に
邸
す
る

部
軒
。
一
設
に
、こ
の
地
古
へ
屯
品
川
を
叩泣
い
た
所
で
、

白
谷
は
御
代
谷
の
側
部
で
あ
ら
う
と
い
ふ。

メ
9
-
7ダ
-
一
生
キ
盲
谷
瀧
能
安
部
白
谷
の
応

用
な
る
翻
ぷ
廿
に
在
る
。
刊
さ
問
米
。

メ
ジ
マ

縫
島
臨
応
部
太
旧
制
の
七
陪
間
際
巾

に
在
る
岩
石
の
小
山駅
で
、
ま
た
女
ぬ
と
も
智
〈
。
九
州

上
に
、
自
問
川
年
中
排
川
町
天
の
蛍
を
建
て
た
が
、
今
は

務
門
寺
に
移
さ
れ
て
ゐ
る
。
雌
応
の
聞
に
温
ん
で
雌

ぬ
が
あ
る
。

メ
タ
ニ

雌

谷

白

山

山
中
尾
部
ロ
の
常
務
方
而

で
、雄
谷
(
丸
石
川
〉
の
商
に
在
る
。
孫
水
は
源
を
間
，

馬
場
西
南
の
割
問
笠
岡
に
愛
し
、
北
流
し
て
紅
簡
を
懸

け
、
終
に
賂
添
川
に
入
る
。
流
繰
三
二
粁
許
。
今
地

'dヲ

2

方
人
メ
ツ
コ
谷
と
い
ひ
、
日
附
谷
の
字
を
用
ひ
る
。

白
山
遊
覧
闘
記
に
は
峰
初
出
と
お
い
て
ゐ
る
。

メ
ツ
コ
ダ
ニ
自
問
谷

J
メ
タ
ニ

雌
谷
。

メ
ツ
究
ジ
ル

波
多
汁

務
政
の
階
、
社
年
の
土

建
の
集
合
に
滋
多
刊
を
作
っ
て
食
ふ
こ
と
が
旅
行
し

た
。
各
自
一
品
宛
を
悦
へ
て
、
他
人
に
知
ら
せ
ず
に

味
噌
汁
に
設
ず
る
の
で
あ
る
が
、
武
前
担
の
柚
柑
古
場
な

ど
で
は
、
夜
中
前
川
で
絢
ひ
上
げ
た
も
の
を
そ
の
他

4・

.. 


